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１．研究計画の概要 
小学校終了時の6年生の英語コミュニケーシ
ョン能力や、中学校1年生の英語力と動機や学
習習慣の状態を査定する。そうした実証デー
タをもとに、小中連携がとれたカリキュラム
と指導法モデルを、大学の英語教育関係者が
小学校・中学校教師とともに協力して作るこ
とを研究の目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 実証データ収集に関しては、年々豊富
に動機、リスニング能力、スピーキング能力
データが収集できている。 
 
(2) 小学校のカリキュラムについては、私
立、公立の別はいうまでもなく、学校の事情
によって多様なので、単一ではなく複数のサ
ンプルモデルをまとめつつある。 
 
(3) 中学校については既存の指導の体系や
習慣があるので変革が難しい。また協力校で
ある小学校と直接関係のある中学校との連
携が望ましいので、入学生である中学生の個
別の小学校の状況を理解し、中学校での指導
の再考のニーズを認識してからの作業とな
り、時間がかかる。現状認識のための動機を
中心とした質問紙調査結果をまとめて学校
にフィードバックするなど、進捗はしている
が、本格的な具体的なカリキュラムの見直し
や指導法の開発については次年度の作業と
なる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
小学生の英語コミュニケーションのアセス
メントデータはかなり豊富に収集し、口頭で

の発表はできているが、論文や一般刊行物 
として十分まとめられていない。中学生用の
質問紙データも集まっているがこれから学
会発表としてまとめていく段階である。カリ
キュラムについても報告書としてまとめた
ものはあるが、一般公開のための編集作業は
できていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 最終年度の本年度中に、言語能力のア
セスメント結果や、中学生の動機や学習行動
および英語力についての質問紙調査結果を
公開できる形にまとめたい。 
 
(2) それらの実証データにもとづいた小学
校と中学校（特に 1年生）の指導内容や方法
についても一般公開可能な形（特に小学校）
かもしくは実践報告書（中学校）の形でまと
めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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